
行方不明時の相談・ 捜索
認矢□症とは

主な認知症

脳の細胞が死んでしまつたり、l動きが悪くなつたため、認矢□機能 (記憶したり、時間や場所が分かつ

たり、物事を者えたりするl動き)がイ蜃下し、日頃の生活で支障が起こる状態です。

～認知症になつても安lbして暮らせるまろ・ のみ～

・ 根上あんしん相談センター

・ 寺井あんしん相談センター

・ 辰□あんしん相談センター

・ 認知症カフェ

認知症初期集中支援チーム

こころの相談

地域ケア会議

認知症カフェ

のみ認知症あんしん帳
認知症ガイドブック
認知症カフェ

認知症サポーター登成講座
キャラバン・ メイト養成研修
出前講座

認知症カフェ・出前講座
SOSネ ットワーク登録
徘徊高齢者等探索サービス
地域ケア会議
地域福祉委員会

能美市では、根上・寺井・辰□あんしん相談センター、いきいき其生課とともに、介護サービス事

業所、キャラバン・メイ ト、地頭の関係団体が協力して「安心して誰でも相談できる体制」 。「支

援体制の充実」 。「認知症の正しい理解・啓発」 。「認知症の地減の理解・ 見守りの促進」に取り

組み、「認知症になつても安!出 して暮らせるまろ・のみ」づくりを進めています。
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認知症高齢者見守りSOSネットワーク

いざというときネットワークに登録している協力機関へ電子メールで情報を提供し、地頭ぐるみで捜
索に協力する体制のことです。SOSネットワークの登録者は同時に生活総合保険 (認知症あんしんプ
ラン)に加入します。

のみ・みまもりあいアプリ ステッカーの利用料は無料です (登録料・月額利用料は市が負担します)。

スマートフォンにアプリをダウンロードすることで、認知庭等により行方不明となった方を探して欲
しいご家族と、地域の協力者がつながり、個人情報を保護しながら発見・保護につなげることができ
ます。行方不明になるおそれのある方は利用申込をすると、市より高齢者等の衣服や持ち物に貼り付
けることができる「みまもりあいステッカー」を
お送りします。ステッカーに記載されたフリーダ
イヤルとID番号を使つて、発見者から直接連絡を
もらうことができます。

能美市消[方本部
豊察と情報共有 (代表)076司 -58-6320
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「みまもりあいアプリ」  Androidの 方   IPhoneの 方

対象者が位置検索機器を携帯することにより、対象者の現在地が確認できます。機器業者のサービス
センターに電話で依頼したり、インターネットを利用して現在地を確認します。
【対象者】                         【利用判】

・介護保険の認定が要支援 1・ 2、 要介護 1～ 5の在宅高齢者  ・基本料金 月額50円 (機器使用料)

・在宅の知的障害者・月                  。その他付属品 (別途費用)

行ん不明 (認知症高齢者等)

となつた方の家族等

町内会

地域での

見守り体制
・捜索本部の設置
。自衛消防団への捜索依頼

※町(内)会から能美市消防本音Bへ依頼
・防災行政無線放送依頼
・消防団捜索依頼

相談・捜索依頼 ‐ ‐ 山 山 山 山
【町 (内 )会 の 動 き 】
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脳の神経細胞が減 つていく病気です。
認知症の原因では最も多いと言われて
います。

   箇翌弱劇層

新しいことが覚えにくい。時間や場所が
わからない。不安でうつうつとしている。

脳の中にレビー小体という異常なたんぱく
質がたまる病気と者えられています。

m
手足のlも

~ヽ

るえやこわばり、動作がぎころな
い。歩きにくい。幻視 (実際にないものが
見える)を見る。

主に脳の前頭葉と損」頭葉という部分が縮ん
でいく病気です。原因はよくわかっていま
せん。

    箇翌勃画晟

他者やその場の状況、決まりに合わせられ
ず、悪ったまま勝手に行動する。毎日同じ
行動を繰り返す。

レビー小体型認矢ll症 前頭側頭型認知症
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脳梗塞・ 脳出血などにより、脳の神経
細胞が一部分死んで しまう病気です。

m
感情の起伏が激しい。意欲や
低下し、複雑な作業が苦手。
語が起こることがある。

アルツハイマー型認矢ll症 脳血管性認知症
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捜索協力依頼
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危機管理課

能美市の認知症支援の体制
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安心して誰でも

本目談できる体制 行殉不明時に対応したサービス   ～相談窓□ (表紙参照)へお気軽にご相談ください～

支援体制の充実

認知症の正しい

理解・ 啓発

認知症の地域の

理解・ 見會りのl足進
徘徊高齢者等家族支援サービス事業


